
別添１

総合評価の落札者決定基準（評価項目及び配点）　

各項目の基準日は、別に規定する場合を除き公告日現在とします。

(公告日現在で、実績・資格等その事実が確定していることとします。)

評価点＝ 2 点×（業務成績点－60）／（最高業務成績点－60）

総合評価点　＝　価格点　＋　価格以外の評価点

評価項目 配点

総合評価点 100点

※５ 長野県建設工事等入札参加資格者に係る入札参加停止措置要領別表1－1（粗雑
工事、契約違反）に該当し、第6により通知された入札参加停止期間の最終日が見直し
基準日の3か月以前から3か月遡った間に含まれる場合、工事成績評定点を0点とする。

主任技術者
手持ち業務量

-2.0点

下記a、ｂの点数の合計を加点する。ただしａとbの点数の合計は－2.0点を下限とする。
ａ　長野県事業の手持ち業務において管理技術者又は主任技術者である業務量
（業務件数）×（－0.2点）　　　：0～－2.0点
b　長野県事業の手持ち業務において照査技術者又は担当技術者である業務量
（業務件数）×（－0.1点）　　　：0～－2.0点

※　業務量は、公告日時点の合計で評価する。

【落札候補者資格審査時の提出書類】配置技術者の手持ち業務量調書（様式5-12号）

小　　計 3.0点

価格点 97.0点

価格点＝配点×調査基準価格／入札価格[小数点以下第３位四捨五入２位止め]

ただし、調査基準価格を下回る入札については次の式を用いる。
価格点＝配点×入札価格／調査基準価格[小数点以下第３位四捨五入２位止め]

※１　調査基準価格とは、受注希望型競争入札に係る低入札調査試行要領第６による
低入札価格調査基準価格とする。

※２　入札価格とは、各応札者の入札価格とする。

令和4年7月1日から令和8年6月30日まで 令和8年10月1日～令和8年12月31日
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業務成績 2.0点

［小数点以下第3位四捨五入2位止め］

※２　最高業務成績点は、全入札者中で業務成績点が最高の者の点数とする。

※３　業務成績点が84点以上の場合は、業務成績点及び最高業務成績点を84点として
計算する。（評価点の計算において、84点を上限とする。）

※４　業務成績点が60点の場合及び過去4か年に業務成績評定点がない場合の評価点
は0点、60点未満の場合の評価点はマイナスとする。

工事成績点の対象となる過去2か年の期間 公告日

令和6年1月1日から令和7年12月31日まで 令和8年4月1日～令和8年6月30日

令和4年10月1日から令和8年9月30日まで

★評価対象業種は「測量」です。

令和6年7月1日から令和8年6月30日まで 令和8年10月1日～令和8年12月31日

※３　応札額が予定価格（消費税及び地方消費税を除く）を超えた者、低入札調査試行
要領に基づき失格基準価格未満で失格となった者及び受注希望型競争入札実施要領
に基づき無効となった者を除いて計算する。

令和4年4月1日から令和8年3月31日まで 令和8年7月1日～令和8年9月30日

令和6年4月1日から令和8年3月31日まで 令和8年7月1日～令和8年9月30日

※　技術者要件の評価がある場合、電子入札システム・評価点申請画面で技術者氏名を必ず記載すること。

地域要件 1.0点
ａ　上田地域振興局管内に本店のある者 ：1.0点

ｂ　上記ａ以外で東信地区に本店のある者 ：0.75点

令和9年1月1日～令和9年3月31日

令和6年10月1日から令和8年9月30日まで 令和9年1月1日～令和9年3月31日

業務成績点の対象となる過去4か年の期間 公告日

令和4年1月1日から令和7年12月31日まで 令和8年4月1日～令和8年6月30日

評価点の算定方法

※１　業務成績点は、入札者の長野県発注業務の過去2か年に完了した業務のうち業
種ごと評価する評価対象業種が一致する業務成績評定点を単純平均して求める。な
お、過去2か年の件数が5件未満の場合は過去4か年とする。[小数点以下第１位四捨五
入整数止め]


